
6年 4月 19日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

今まで給料日になると、大量のグッズ等の買い物をしていました。今回の研修を聞いて人生においての長い時間、お金の有

意義な使い方を勉強しました。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 アンサンブル 事業所番号 2710301900

利用者からの意見・評価

住　所 大阪府寝屋川市早子町18番10号 管理者名 南部紀子

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 072-820-3189 対象年度 令和5年

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 松岡社会保険労務士事務所代表　　松岡洋治様

松岡社会保険労務士事務所より、「中程度の障害レベルの方

について、就労収入と障害年金を含めて10万円を超える金銭

を自己管理できる力を身につける」といった内容の研修を、

管理者、サービス管理責任者が受講しました。

利用者に随時研修を行うことにより、金銭管理能力を養って

もらいました。

障がい特性と消費者被害の実態や金銭管理支援の実践や支援

制度などを、利用者に知って貰うことにより人生でかかるべ

き費用やライフプランを考えて貰いました。

給料日直後に多額の使用をしていた利用者がいましたが、一

定の理解をしていただけたと感じております。しかし一度だ

けの研修ではなく根気よく機会があるたびに唱え続けなくて

はいけないと思いました。

障害者の消費者トラブルの状況は、多重債務、浪費（通信販売、携帯電話など）通帳・カードの不適切な使用、お金の貸し

借り消費内容の歪み及びお金を使えないといった事例が多く見受けられます。

金銭問題や金銭管理を扱うのではなく、知的、精神、発達それぞれの障害の特性を踏まえ、全てに有効な方法はないのだと

の認識のもと、知的障害者をベースにして、すべての障害において活用できるもの、障害ごとに変容を加える必要があるも

のというふうにお示ししました。

様式２


